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最初にカニグモの体色変化をUV反射率で説明したのは佐藤有恒
（1987）だった。この説明は体色のレビュー（Oxford and Gillespie,
1998）に引用されたがそれから10年間、オーストラリアの上記種が
報じられるまでその例が報告されなかった。同時期にヨーロッパ
アズチグモはUV反射を欠くことが分かった。



UV反射の地域的な傾向
オーストラリア産の４種（ギョウジャグモの一種Diaea evanida, シロス
ジグモの一種Runcinia sp., Sidymella sp., Diaea
lactea⇒Zygometis）は400nm以下を反射する。

ヨーロッパ産の３種（ヨーロッパアズチグモThomisus onustusに加えて, 
フノジグモ Synaema globosum, ヒメハナグモM. vatia,ヤミイロカニグ
モの一種 Xysticus sp.）は100頭以上を調べたがUV反射の証拠はな
かった。

UVを反射する傾向はオーストラリア産にあった。UV反射が祖先形質
なのか派生形質なのか、いずれにせよ興味深い。

もっともUV反射は、オーストラリアに特有ではない。マレーシアのカニ
グモやインドにも例がある。





25.4 色素生産と体色変化の機構
動物の色彩は色素粒によるものと構造色によるものがある。

カニグモの色彩はキューティクル（Cuticle）層と下皮（Hypodermis）層、
グアノサイト（Guanocyte）層の成分による。キューティクルは可視光、
特に350nm以下の光を吸収するので、ヒトの目には透明である。

下皮層は色素粒と結晶を含む。色素粒はオンモクロームとキヌレニン
のような前駆体を含む。結晶はオンモクロームに関連する。カニグモ
の色彩変化は色素粒と結晶の変化の結果である。例えば黄色は、3-
OHキヌレニンが高濃度になったからで、白色はUV反射をしないキヌ
レニンが増えたからである。UV反射か否かはこの下皮の性質による。

最内層はグアノサイト層である。グアノサイトはグアニン結晶を含み、
銀色に見える。400～700nmをフラットに反射する。330～400nmは強
く反射し、300～330nmは100％吸収する。





UV反射と色素層
UV反射個体は、下皮に粒や結晶がないか、少ない。したがってUVは
キューティクルや下皮を通り、グアノサイトのグアニン結晶で反射する。

UV無反射個体（白いUV無反射、または黄色）は、下皮に色素または
結晶を持っている。そのため下皮（hypodermis）は、UV光のフィルター
となる。

この場合にはUVはグアニン結晶に達せず、戻って来ない。したがって
UVを反射しない結果となる。

25.5 カニグモにとってUV反射の機能

ミツバチを使って実験するとオーストラリアのハチは花だけでなく、花
の上のUV反射のクモに接近していく（インドも同様）。ヨーロッパのハ
チはクモのいる花を避ける。



25.6 UV反射の進化
（１）いつ、何回ほどUV反射はカニグモで進化したのだろうか
（２）UV反射は受粉昆虫を捕まえるのに花に潜伏する種には適応的
だったのだろうか。

UV反射の生産はUV反射を失うよりも低いコストで達成可能である。
系統的な分析によると、UV反射はカニグモ科では少なくとも５回進
化した。祖先はUV反射を持っていないと仮定した場合である。


